
Ⓒ
東
洋
芸
術
院
発
行  

書 

の 

美

〒
570 －

0015

　
大
阪
府
守
口
市
梶
町
一
―
二
〇
―
一
―
一
〇
〇
六
　
　
印
刷
所  

株
式
会
社
テ
ィ
・
プ
ラ
ス  ［
非
売
品
］

［
事
務
局
・
高
橋
楽
苑
］

（
年
十
一
回
刊
行･

三
月
一
日
発
行
）
第
六
十
四
巻  

第
十
一
号  

通
巻
六
九
一
号
　
編
集･

発
行
人
　
小
笠
原
不
求

令和７年 春季昇段級試験
６月５日（木）必着

一般・高校《試験概要》　※小・中学生の試験要項はP19参照。
・出品上の注意は支、部長・個人会員宛送付の「春季昇段級試験要項」をご参照ください。

■漢字部

類 段級 課題①
（書体書風自由）

課題②
臨書（任意の箇所） 合計

Ａ
※

現準師範
　～八段

半切２枚
（２書体）

・九成宮醴泉銘
・集字聖教序
・書譜
� 各６文字

半紙各１枚
計３枚

半切２枚
半紙３枚

Ｂ
現七段　
　～二段

半切１枚
半切１枚
半紙３枚

Ｃ
現初段　
～新出品

半紙２枚
（２書体）

・九成宮醴泉銘
� ５文字

半紙１枚 半紙３枚

※【Ａ類特例：75歳以上の方】�Ａ類の課題①半切１枚・課題②臨書半紙３枚及び、Ｃ類の課題①半紙1枚（計５枚）でも可。

受験料（各部共）

Ａ類� ５,０００円

Ｂ類� ４,０００円

Ｃ類� ３,０００円

■仮名部

段級 課題①
（散らし書き）

課題②
臨書（任意の箇所） 合計

Ａ
現準師範
　～八段 半切１枚

半紙１枚

・高野切
　第三種
・関戸本
　古今集
� 各１頁

半紙
各１枚
計２枚

半切１枚
半紙３枚

Ｂ
現七段　
　～二段 ・高野切

　第三種
� １頁

半紙
１枚

半切１枚
半紙２枚

Ｃ
現初段　
～新出品

半紙１枚 半紙２枚

●�料紙使用可。臨書用の料紙が半紙より小さい場合は、半
紙に貼って提出。

■硬筆部課題

段級 課題① 課題② 合計

Ａ
※

現準師範
　～八段

楷行草
（３書体）

仮名部の�
課題①を�
新硬筆用紙
に書く
（書体自由）

①Ａ４用紙
３枚

②硬筆用紙
１枚

Ｂ
※

現七段　
　～二段

楷行草
（３書体）

―
Ａ４用紙
３枚

Ｃ
現初段　
～新出品

楷行
（２書体）

―
Ａ４用紙
２枚

●Ａ４用紙は罫線の無いものに限る。
●硬筆用紙は、新サイズを使用のこと。
※【Ａ・Ｂ類特例：75歳以上の方】
　Ａ類：課題①任意の２書体と課題②でも可。（計３枚）
　Ｂ類：課題①任意の２書体でも可。（計２枚）
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。
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研修内容　春季昇段級試験課題の稽古
日　　時　2025年３月30日（日）9:30～16:00　申込期限　３月17日（月）事務局必着（メール可）
　　　　　�※　午前のみ9:30～12:30、午後のみ13:00～16:00の参加も可。
集合場所　�門真市民文化会館ルミエールホール　３階研修室
参 加 費　全日 4,000円　午前・午後のみ 各3,000円　※当日納付
手 本 代　�半切１枚 2,000円　半紙１枚 1,000円　硬筆（コピー）１枚500円　　※当日納付
ご 注 意　��練習に必要な道具類一式、法帖等はご持参ください。筆・紙等の販売は申込書参照。

研修会及び教範試験の詳細は、『書の美』２月号裏表紙裏をご参照ください。

春季研修会のご案内 教範試験
実施〈� 〉一般・高校生

対象

日　　程　2025年4月27日（日）　10:00～16:00 （休憩12:00～13:00）
集合場所　門真市民文化会館ルミエールホール�３階研修室�

対　　象　一般・高校　五段以上の高段者（意欲ある初心者も参加可）

参 加 費　��4,000円　※半日（午前～13:00／午後13:00～）の場合は3,000円　＜当日納付＞

申　　込　各支部長・個人会員に送付している参加申込書を事務局までご提出ください。＜メール可＞

第１回高段者講習会のご案内
テーマ　落款（名前）の入れ方　　　講師　川上仙海先生

★作品の落款（名前）の書風や文、印の位置がいつも決まらない、迷う方は是非ご参加ください。

春季昇段級試験
の練習も可能！
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は
夜
（
が
良
い
）。
月
が
出
て
い
る
頃
は

言
う
ま
で
も
な
く
、（
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が
出
て
い
な
い
）

闇
夜
も
ま
た
、
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が
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飛
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交
っ
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様
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仕
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の
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文
化
精
神
を
巧
み
に
書
き
留

め
た
随
筆
。
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